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Ｈ １４. ３ 第9特科連隊

１６. ３ 防衛大学付（理工学研究科前期）

１８. ８ 中央システム管理隊

２０. ８ システム開発隊

２１. ８ 幹部学校付（３７TAC）

２２. ８ 第３地対艦ミサイル連隊中隊長
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２９. ３ 陸上幕僚監部 防衛部防衛課

３１.   ３ 第２特科連隊第４大隊長

Ｒ ２.  ３ 北部方面総監部 人事第１班長

４. ３ 教育訓練研究本部付（８３AGS、３３JAC）

５. ３ 陸上幕僚監部 防衛部防衛課研究室総括Ｇｐ長

６. ３ 陸上幕僚監部 防衛部防衛課研究室計画班長

７. ３ 現 職

第４地対艦ミサイル連隊長
兼 ね て 八 戸 駐 屯 地 司 令

１等陸佐 谷口 史晃

3
月
17
日
付
で
第
４
地

対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
長
兼

ね
て
八
戸
駐
屯
地
司
令
に

着
任
し
ま
し
た
谷
口
史
晃

と
申
し
ま
す
。
初
任
地
は
、

岩
手
県
に
あ
る
第
９
特
科

連
隊
（
当
時
）
で
、
約
20

年
ぶ
り
と
な
る
東
北
で
の

勤
務
が
、
こ
こ
八
戸
で
あ

る
こ
と
を
大
変
光
栄
に
思

っ
て
お
り
ま
す
。

八
戸
駐
屯
地
は
、
昭
和

31
年
開
庁
以
来
、
69
年
に

わ
た
り
、
海
上
・
航
空
自

衛
隊
及
び
米
軍
が
近
隣
に

所
在
す
る
駐
屯
地
と
し
て
、

地
域
の
皆
様
と
共
に
発
展

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今

年
の
3
月
24
日
に
は
、
第

４
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊

の
増
強
改
編
、
第
５
高
射

特
科
群
の
中
Ｓ
Ａ
Ｍ
へ
の

換
装
に
よ
る
改
編
な
ど
、

八
戸
駐
屯
部
隊
の
さ
ら
な

る
強
化
が
な
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。
こ
の
間
、
皆
様

か
ら
頂
き
ま
し
た
ご
厚
誼

に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
現
在
の
国
際
社

会
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
パ

ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
が
大
き
く

変
化
し
、
国
家
間
の
競
争

が
益
々
顕
在
化
す
る
と
と

も
に
、
力
に
よ
る
一
方
的

な
現
状
変
更
の
試
み
は
、

既
存
の
国
際
秩
序
に
対
す

る
深
刻
な
挑
戦
と
な
り
、

新
た
な
危
機
の
時
代
に
突

入
し
た
と
言
え
ま
す
。
と

り
わ
け
、
我
が
国
が
位
置

す
る
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域

は
、
こ
の
よ
う
な
グ
ロ
ー

バ
ル
な
安
全
保
障
環
境
と

課
題
が
最
も
際
立
つ
地
域

で
あ
り
、
い
つ
何
が
起
き

て
も
お
か
し
く
な
い
、
戦

後
最
も
厳
し
く
複
雑
な
安

全
保
障
環
境
に
直
面
し
て

い
ま
す
。

こ
の
様
な
情
勢
に
対
応
す
る
た
め

に
は
、
先
般
の
八
戸
駐
屯
部
隊
の
改

編
に
あ
る
よ
う
に
、
我
が
国
の
防
衛

力
の
抜
本
的
強
化
を
着
実
に
進
め
る

と
と
も
に
、
同
盟
国
・
同
志
国
と
の

協
力
・
連
携
を
深
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。
国
内
に
お
い
て
も
、
地

震
、
近
年
の
気
候
変
動
等
に
よ
る
水

害
、
山
林
火
災
等
の
各
種
災
害
が
頻

発
し
て
お
り
、
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
で
あ
り
、
災
害
発
生
時
に
は
、
こ

れ
ら
に
即
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
厳
し
い
情
勢
の
中
、
国

民
、
ま
た
、
地
域
の
皆
様
の
負
託
に

応
え
る
た
め
に
は
、
駐
屯
地
と
し
て
、

各
種
事
態
に
即
応
し
、
駐
屯
地
の
持

て
る
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
為
に
は
、

海
上
・
航
空
自
衛
隊
や
各
自
治
体
、

警
察
・
海
保
・
消
防
な
ど
の
関
係
機

関
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
そ
の

構
築
さ
れ
た
信
頼
関
係
の
も
と
、
関

係
機
関
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
受
け

つ
つ
、
八
戸
駐
屯
部
隊
・
隊
員
が
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮
し
て
、
与
え
ら

れ
た
任
務
を
完
遂
す
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
考
え
か
ら
着
任
に
あ

た
っ
て
の
要
望
事
項
は
、
前
駐
屯
地

司
令
の
要
望
事
項
を
踏
襲
し
、
「
即

応
」
、
「
信
頼
」
、
「
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
」
の
３
点
を
引
き
続
き
掲
げ
、
八

戸
駐
屯
部
隊
・
隊
員
の
高
い
能
力
・

練
度
こ
そ
が
、
我
が
国
の
抑
止
力
・

対
処
力
の
根
幹
を
な
す
と
の
認
識
の

も
と
、
各
部
隊
の
訓
練
・
演
習
は
も

と
よ
り
、
自
治
体
の
防
災
訓
練
な
ど

に
参
画
し
て
相
互
の
認
識
の
共
有
や

対
処
能
力
の
向
上
を
図
り
、
各
種
計

画
の
実
効
性
を
向
上
さ
せ
、
即
応
態

勢
の
充
実
を
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

八
戸
駐
屯
地
は
、
こ
れ
か
ら
も
各

種
事
態
に
即
応
し
、
駐
屯
地
の
持
て

る
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
、
地

域
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
地
域
の

一
員
と
し
て
責
務
の
完
遂
に
努
め
て

参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第４地対艦ミサイル連隊長
兼ねて八戸駐屯地司令着任

駐
屯
地
の
隊
員
及
び
隊
員
御
家
族
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
国
外
に
お
い
て
は
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
軍
事
侵
攻
は
い
ま
だ
に
継
続

し
、
そ
し
て
我
が
国
周
辺
に
お
い
て
も
中
国

に
よ
る
尖
閣
諸
島
で
の
活
動
の
活
発
化
等
、

国
際
情
勢
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ
り
、

ま
た
国
内
に
お
い
て
は
大
規
模
震
災
や
水

害
・
山
林
火
災
等
の
各
種
災
害
が
発
生
し
て

い
る
状
況
で
、
駐
屯
地
の
皆
様
に
は
、
我
が

国
の
防
衛
や
災
害
派
遣
の
た
め
日
々
ご
尽
力

さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と
に
深
く
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
３
月
に
は
第
４
地
対
艦
ミ
サ

イ
ル
連
隊
、
第
５
高
射
特
科
群
等
、
四
個
の

部
隊
が
増
強
改
編
さ
れ
、
駐
屯
部
隊
が
強
化

さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
八
戸
市
に
と
り
ま
し
て

も
心
強
く
、
そ
し
て
頼
も
し
く
感
じ
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。
当
後
援
会
は
、
引
き
続
き
八

戸
駐
屯
地
部
隊
・
隊
員
が
安
心
し
て
任
務
に

ま
い
進
で
き
る
環
境
を
醸
成
す
る
た
め
、
市

民
を
代
表
し
て
支
え
て
い
く
所
存
で
あ
り
、

本
紙
を
通
じ
て
読
者
の
皆
様
に
対
し
、
国
民

の
負
託
に
こ
た
え
る
た
め
日
々
訓
練
に
励
ん

で
い
る
八
戸
駐
屯
地
部
隊
・
隊
員
の
真
摯
な

姿
を
お
伝
え
で
き
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

本
趣
旨
を
ご
理
解
頂
き
協
賛
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
後
援
会
の
皆
様
に
対
し
改
め
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

初
夏
を
迎
え
い
よ
い
よ
訓
練
最
盛
期
と
な

り
ま
す
が
、
隊
員
、
ご
家
族
並
び
に
ご
愛
読

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
重
ね
て
お
祈
り
申
し
上
げ
、
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

たにぐち ふみあき

駐
屯
地
司
令
要
望
事
項

～
即
応
・
信
頼
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
～

駐
屯
地
司
令
要
望
事
項

～
即
応
・
信
頼
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
～
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離任部隊長紹介 新着任部隊長紹介

第
9
飛
行
隊

2
等
陸
佐

川
越

文
和

（
7.

3.

17
付
）

陸
上
幕
僚
監
部
人
事
教
育

部
厚
生
課

（
市
ヶ
谷
）

第
9
飛
行
隊

2
等
陸
佐

吉
田

規
祥

（
7.

3.

16
付
）

陸
上
幕
僚
監
部
運
用
支
援

訓
練
部
運
用
支
援
課

（
市
ヶ
谷
）

第
38
普
通
科
連
隊
第
3
中
隊

3
等
陸
佐

橘

郁
也

（
7.

3.

17
付
）

富
士
学
校
普
通
科
部（

富
士
）

第
38
普
通
科
連
隊
第
3
中
隊

3
等
陸
佐

川
内

将
嗣

（
7.

3.

16
付
）

第
9
師
団
司
令
部
第
3
部

（
青
森
）

第
9
施
設
大
隊

2
等
陸
佐

山
本

洋
平

（
6.

12.

20
付
）

統
合
幕
僚
監
部

（
市
ヶ
谷
）

第
9
施
設
大
隊

2
等
陸
佐

小
林

猛

（
6.

12.

19
付
）

第
7
師
団
司
令
部

（
東
千
歳
）

第
３
０
３
高
射
直
接
支
援
中
隊

3
等
陸
佐

森
屋

和
也

（
7.

3.

16
付
）

補
給
統
制
本
部

（
十
条
）

第
３
０
３
高
射
直
接
支
援
中
隊

1
等
陸
尉

三
上

健
治

（
7.

3.

17
付
）

第
３
０
３
高
射
直
接
支
援
中
隊

（
八
戸
）

第
５
高
射
特
科
群

改
編
行
事

令
和
7
年
度
3
月
24
日
（
月
）
八

戸
駐
屯
地
に
お
い
て
第
５
高
射
特
科

群
長
は
03
式
中
距
離
地
対
空
誘
導
弾

（
通
称
：
中
Ｓ
Ａ
Ｍ
）
の
導
入
に
伴

い
群
改
編
行
事
を
実
施
し
た
。
今
後

は
中
Ｓ
Ａ
Ｍ
の
能
力
を
最
大
限
に
発

揮
し
、
あ
ら
ゆ
る
任
務
に
対
応
出
来

る
よ
う
、
群
一
丸
と
な
っ
て
訓
練
に

邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

第
４
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
（
連
隊
長

谷
口
一
佐
）
は
、
3
月
24
日
（
月
）
、
連

隊
改
編
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

新
た
に
2
個
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
中
隊
を

新
編
し
た
連
隊
は
、
今
後
、
谷
口
連
隊
長

(

3
月
17
日
着
任)

を
核
心
と
し
て
、
さ
ら

な
る
部
隊
の
戦
力
化
に
向
け
て
連
隊
一
丸

と
な
り
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

ま
た
、
同
日
に
実
施
さ
れ
た
八
戸
駐
屯

地
部
隊
改
編
祝
賀
会
で
は
、
八
戸
市
長
、

八
戸
駐
屯
地
後
援
会
長
、
連
隊
Ｏ
Ｂ
会
長

等
多
く
の
来
賓
の
ご
臨
席
の
下
盛
大
に
行

わ
れ
、
今
後
の
活
躍
を
祈
念
し
ま
し
た
。

第
４
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
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令
和
7
年
4
月
12
日
（
土
）
八
戸
駐
屯
地
に
お
い
て
、

「
令
和
7
年
度
駐
屯
地
司
令
感
謝
状
贈
呈
式
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
平
素
か
ら
自
衛
隊
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

の
も
と
、
積
極
的
に
協
力
し
て
頂
い
た
3
個
人
、
5
団

体
の
方
々
に
対
し
て
、
駐
屯
地
司
令
よ
り
感
謝
状
を
贈

呈
い
た
し
ま
し
た
。

贈
呈
さ
れ
た
方
々
は
左
記
の
通
り
で
す
。

（
順
不
同
）

〇
八
戸
市
立
市
民
病
院

様

〇
八
戸
市
立
北
陵
中
学
校

様

〇
ハ
ロ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

様

〇
株
式
会
社

新
菱
八
戸
工
場

様

〇
グ
ラ
ン
ド
サ
ン
ピ
ア
八
戸

様

〇
濱
田

悟

様

〇
坂
本

一

様

〇
鈴
木

善
一

様

令
和
7
年
4
月

11
日
（
金
）
八
戸

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

に
お
い
て
、
八
戸

地
区
自
衛
隊
協
力

会
主
催
の
「
八
戸

駐
屯
地
69
周
年
記

念
祝
賀
会
」
が
開

会
さ
れ
ま
し
た
。

八
戸
駐
屯
地
は

69
周
年
を
記
念
し

八
戸
陣
太
鼓
の
祝

い
の
演
奏
が
行
わ

れ
、
ま
た
関
係
協

力
団
体
の
方
々
を

含
め
た
く
さ
ん
の

ご
来
賓
の
方
々
に

ご
出
席
頂
き
、
盛

況
の
う
ち
に
八
戸

駐
屯
地
69
周
年
記

念
祝
賀
会
が
閉
会

し
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
八

戸
駐
屯
地
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

令和7年4月12日（土）八戸駐屯地において「八戸駐屯地創立69周年記念行事」が開催されました。会場には約４，３００名
の一般来場者が訪れ、滝沢参議院議員、八戸市長を始めとするご来賓の方々も式典へご参列されました。
主に記念式典、八戸陣太鼓演奏、訓練展示、観閲行進、格闘訓練展示及び装備品展示が行われ、「八戸駐屯地創立６９周年記

念行事」は、地域の方々、隊員及びご家族のおかげにより大盛況で幕を閉じました。ホームページまたは、YouTubeと各種SNS 
にてその様子を紹介していますので是非ご覧ください❕来年度もお待ちしております❕

谷口駐屯地司令

観閲行進

陣太鼓演奏

訓練展示

格闘訓練展示装備品展示
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～二十歳の誓い～
駐
屯
地
は
、
令
和
7
年
1
月
10
日

（
金
）
成
人
行
事
と
し
て
「
二
十
歳

の
誓
い
」
を
行
い
ま
し
た
。

駐
屯
地
朝
礼
で
は
二
十
歳
の
抱
負

を
第
３
０
７
特
科
直
接
支
援
中
隊

小
山
３
曹
が
代
表
し
「
失
敗
を
恐
れ

ず
何
事
に
も
挑
戦
し
、
部
隊
貢
献
に

最
善
を
尽
く
し
ま
す
。
」
と
決
意
表

明
し
ま
し
た
。

当
日
は
40
名
の
隊
員
が
参
加
し
、

二
十
歳
の
抱
負
を
述
べ
た
後
、
思
い

を
込
め
て
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
海
自
第
二
航
空
群
の

各
先
任
伍
長
の
方
々
が
来
て
く
だ
さ

り
、
激
励
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

駐
屯
地
は
、
令
和
6
年
12
月
21

日
（
土
）
、
駐
屯
地
年
末
行
事
を

行
い
ま
し
た
。

行
事
で
は
綱
引
き
大
会
や
餅
つ

き
大
会
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

部
内
か
ら
陣
太
鼓
演
奏
と
ら
っ
ぱ

吹
奏
、
部
外
か
ら
バ
ト
ン
ト
ワ
リ

ン
グ
や
北
稜
中
学
校
吹
奏
楽
部
に

よ
る
演
奏
と
盛
り
上
が
り
の
あ
る

行
事
と
な
り
ま
し
た
。

特
に
綱
引
き
大
会
に
お
い
て
は

こ
の
日
ま
で
勝
ち
上
が
っ
て
き
た

３
コ
部
隊
の
戦
い
と
な
り
、
熱
戦

の
末
第
９
後
方
支
援
連
隊
本
部
付

隊
が
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
バ
ト
ン
チ
ー
ム
「
ア
リ

エ
ス
」
の
演
技
、
北
稜
中
学
校
の

吹
奏
楽
演
奏
に
会
場
か
ら
大
き
な

拍
手
で
沸
き
上
が
り
ま
し
た
。

行
事
と
並
行
し
駐
屯
地
炊
事
競

技
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
し

た
各
部
隊
は
日
頃
の
練
成
成
果
を

十
分
発
揮
し
、
第
９
後
方
支
援
連

隊
（
Ａ
Ｇ
Ｐ
）
第
３
０
３
高
射
直

接
支
援
中
隊
（
Ｂ
Ｇ
Ｐ
）
第
３
１

９
高
射
中
隊
（
Ｃ
Ｇ
Ｐ
）
が
そ
れ

ぞ
れ
優
勝
し
、
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
関
係
団

体
の
皆
様
や
隊
員
家
族
と
共
に
、

様
々
な
催
し
を
楽
し
み
一
年
の
労

を
労
い
ま
し
た
。

駐屯地年末行事及び炊事競技会

令
和
７
年
２
月
19
日
（
水
）
岩
手
手
県
大
船
渡

市
で
発
生
し
た
林
野
火
災
に
お
い
て
、
八
戸
駐
屯

地
か
ら
も
派
遣
任
務
に
必
要
な
機
能
を
持
っ
た
各

部
隊
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

第
９
飛
行
隊
の
Ｕ
Ｈ―

１×

２
機
に
よ
る
空
中

消
火
活
動
の
ほ
か
、
第
９
後
方
支
援
連
隊
、
第
２

対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
及
び
第
９
飛
行
隊
の
航

空
燃
料
タ
ン
ク
車
が
現
地
で
活
動
す
る
航
空
機
の

燃
料
補
給
を
支
援
に
従
事
し
ま
し
た
。

３
月
14
日
（
金
）
長
期
間
に
わ
た
る
派
遣
活
動

を
も
っ
て
鎮
火
し
、
無
事
に
災
害
派
遣
任
務
を
完

遂
し
た
。

八戸駐屯地が作成したポスター
や八戸駐屯地の各種ＳＮＳなどに
ひっそりと登場していたキャラク
ターが、ついに八戸駐屯地の公式
キャラクターとなりました！
今後も登場しますので、「市川

ききょう士長」をぜひ見つけてみ
てください！

名 前：市川 ききょう
年 齢：２１歳
階 級：陸士長
特 技：ウミネコのモノマネ
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各 部 隊 の 活 動 状 況

第
９
後
方
支
援
連
隊

令
和
7
年
2
月
16
日
（
日
）
、

グ
ラ
ン
ド
サ
ン
ピ
ア
八
戸
に
お
い

て
、
創
隊
35
周
年
記
念
行
事
祝
賀

会
食
を
実
施
を
致
し
ま
し
た
。

先
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
か
ら
、
後
方
支
援
連
隊

単
独
の
行
事
と
し
て
執
り
行
っ
た

の
は
5
年
ぶ
り
と
な
っ
た
本
祝
賀

会
食
で
し
た
が
、
八
戸
駐
屯
地
後

援
会
会
長

坂
本
様
、
第
９
後
方

支
援
連
隊
Ｏ
Ｂ
会
会
長

荒
木
様
、

第
10
代
連
隊
長

飯
田
様
、
第
11

代
連
隊
長

六
車
様
、
第
15
代
連

隊
長

酒
巻
様
を
は
じ
め
、
日
頃

か
ら
連
隊
に
ご
支
援
を
い
た
だ
い

て
い
る
方
々
の
ご
臨
席
を
賜
り
、

現
役
自
衛
官
を
交
え
て
、
盛
大
に

本
祝
賀
会
食
を
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

第

９

施

設

大

隊

大
隊
は
、
令
和
７
年
２
月
６
日
（
木
）
、
岩
手
山
演
習
場
に
お
い
て
令

和
６
年
度
大
隊
冬
季
戦
技
競
技
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
競
技
会
は
、
冬
季
戦
技
能
力
の
向
上
、
士
気
の
高
揚
及
び
団
結
の
強

化
を
目
的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
競
技
会
で
は
、
個
人
機
動
コ
ー
ス
（
４
．

６
ｋ
ｍ
）
と
分
隊
機
動
コ
ー
ス
（
３
ｋ
ｍ
）
に
分
か
れ
、
平
均
タ
イ
ム
で

競
い
合
う
中
隊
対
抗
方
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
隊
員
た
ち
は
持
て
る
力
を

存
分
に
発
揮
し
、
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
激
し
い
演
習
場
コ
ー
ス
を
中
隊
の
名

誉
と
誇
り
を
か
け
て
力
走
し
ま
し
た
。

各
中
隊
は
、
冬
季
戦
技
競
技
会
で
日
々
の
練
成
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発

揮
し
、
激
戦
の
末
に
、
第
２
中
隊
が
分
隊
機
動
を
制
す
る
と
と
も
に
総
合

優
勝
を
果
し
ま
し
た
。個人機動の部スタート

力走する隊員

アキオ（そり）曳行

第
３
０
３
高
射
直
接
支
援
中
隊

中
隊
は
、
令
和
７
年
２
月
４
日
（
火
）
王

城
寺
原
演
習
場
に
お
い
て
東
北
方
面
後
方
支

援
隊
炊
事
競
技
会
に
参
加
し
た
。

「
鍋
」
の
統
制
テ
ー
マ
に
よ
り
、
中
隊
は

チ
ー
ズ
ト
マ
ト
チ
キ
ン
カ
レ
ー
鍋
を
作
り
準

優
勝
の
成
果
を
収
め
ま
し
た
。

中
隊
は
、
令
和
７
年
４
月
１
２
日

（
土
）
八
戸
駐
屯
地
創
立
６
９
周
年
記

念
行
事
の
日
に
家
族
の
日
を
設
定
し
、

Ｏ
Ｂ
及
び
隊
員
の
家
族
を
招
い
た
。

炊
事
班
を
編
成
し
、
揚
げ
物
、
う
ど

ん
等
を
調
理
し
て
炊
事
能
力
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
隊
員
家
族
等
と
の
交
流

を
深
め
た
。

４
０
名
以
上
の
家
族
、
Ｏ
Ｂ
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
盛
大
に
行
事
を
終
え
ま

し
た
。

第
３
０
７
特
科
直
接
支
援
中
隊
（
中
隊
長

川
口
３
佐
）
は
、
転

入
に
伴
う
紹
介
行
事
を
実
施
し
し
ま
た
。
全
国
各
駐
屯
地
か
ら
集

ま
っ
た
１
３
名
の
隊
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
紹
介
と
意
気
込
み
を
述

べ
ま
し
た
。
中
隊
長
は
着
任
隊
員
に
対
し
激
励
の
言
葉
と
と
も
に
、

中
隊
の
益
々
の
発
展
と
団
結
力
の
強
化
を
掲
げ
ま
し
た
。

総
員
４
５
名
の
新
態
勢
と
な
っ
た
中
隊
は
、
被
支
援
部
隊
と
の
更

な
る
連
携
を
図
り
、
支
援
器
材
の
高
可
働
率
の
維
持
・
向
上
を
目
指

し
、
支
援
任
務
の
完
遂
に
努
め
ま
す
。

第
３
０
７
特
科
直
接
支
援
中
隊

自己紹介と抱負表明

相互に敬礼を実施
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モ

ニ

タ

ー

終

了

・

委

嘱

式

八戸地区自衛隊協力会
八戸商工会議所
自衛隊・八戸市防災対策検討委員会
青森県隊友会三八地域支部
八戸市自衛隊家族会
青森県銃剣道連盟八戸支部
第５高射特科群後援会
八戸陸上自衛隊協力店会
第４地対艦ミサイル連隊ＯＢ会
第９後方支援連隊ＯＢ会「みちのく会」
第２対戦車ヘリコプター隊ＯＢ会
八戸駐屯地業務隊ＯＢ会
第９施設大隊ＯＢ会「勇施会」
第９飛行隊ＯＢ会
高射ＤＳＯＢ会
第３８普通科連隊八戸地区ＯＢ会
八戸市危機管理部

住所 青森県八戸市市川町桔梗野官地
☎ ０１７８（２８）３１１１

 

八戸駐屯地公式キャラクター
市川 ききょう士長です！
ＳＮＳ各種のフォロー

お願いします！

駐屯地の活動状況を逐次更新中☆
ぜひチェックしてみてください！

八戸駐屯地HP・フェイスブック・X
・インスタグラムをまとめたQRコードです！

🔍 八戸駐屯地 で検索！

３
月
17
日
付
で
陸
上
幕
僚
監
部
防
衛
部
防
衛
課
無
人
装
備
運
用
・
管
理

推
進
チ
ー
ム
長
と
し
て
転
出
し
ま
し
た
。
令
和
５
年
８
月
の
着
任
以
来
、

１
年
７
か
月
と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
隊
員
と
そ
の
ご
家

族
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
に
は
並
々
な
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
在
任
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

侵
略
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
そ
の
周
辺
地
域
に
お
け
る
紛
争
の
拡
大
、
わ
が
国

周
辺
に
お
け
る
北
朝
鮮
や
中
国
の
対
外
的
に
懸
念
さ
れ
る
動
向
の
顕
在
化

等
、
安
全
保
障
環
境
は
か
つ
て
な
い
複
雑
さ
と
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
八
戸
駐
屯
地
の
隊
員
・
部
隊
は
、
国
民
の
皆
様
か
ら

の
負
託
に
応
え
る
た
め
、
訓
練
・
演
習
を
通
じ
て
実
力
を
着
実
に
養
い
つ

つ
、
災
害
を
始
め
と
す
る
様
々
な
事
態
に
即
応
し
、
任
務
を
完
遂
し
て
参

り
ま
し
た
。

特
に
、
第
４
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
長
と
し
て
は
、
現
在
の
安
全
保
障

環
境
に
適
合
で
き
る
部
隊
を
育
成
し
つ
つ
、
令
和
７
年
３
月
の
増
強
改
編

に
向
け
た
準
備
を
方
面
総
監
部
や
関
係
す
る
各
部
隊
と
調
整
し
な
が
ら
着

実
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
連
隊
が
過
去
縮
小
改
編
に
伴

い
災
害
派
遣
の
担
任
が
青
森
市
の
第
５
普
通
科
連
隊
と
な
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
着
任
半
年
後
に
元
に
戻
す
こ
と
が
で
き
、
地
域
に
何
か
あ
っ
た
際
は
、

地
元
部
隊
と
し
て
顔
の
見
え
る
・
平
素
か
ら
連
携
す
る
関
係
の
中
で
迅
速

に
対
応
で
き
る
態
勢
に
持
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

八
戸
駐
屯
地
司
令
と
し
て
は
、
地
域
の
警
察
・
消
防
・
海
保
・
海
・
空

自
衛
隊
と
の
関
係
を
強
化
し
、
何
か
あ
っ
た
際
に
相
互
が
連
携
し
て
対
処

に
当
た
れ
る
よ
う
に
平
素
か
ら
の
運
用
基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
厳
し
い
募
集
環
境
下
に
お
い
て
、
地
方
協
力
本
部
と
連
携

し
て
、
若
者
が
自
衛
隊
の
こ
と
を
理
解
し
て
、
将
来
の
職
業
選
択
肢
の
有

力
な
一
部
と
な
り
得
る
よ
う
に
広
報
及
び
情
報
発
信
を
強
化
し
て
き
ま
し

た
。こ

れ
ら
の
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
一
重
に
、
連
隊
及
び
八
戸
駐
屯
地
の

隊
員
と
そ
の
ご
家
族
、
地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
あ
っ
て
の
こ
と

で
あ
り
、
こ
の
場
を
借
り
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
の
今
後
益
々
の
ご
健
勝
・
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
離
任

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
い
つ
か
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

～
長
年
の
勤
務
お
疲
れ
様
で
し
た
～

令
和
7
年
3
月
29
日
（
土
）
に
、

防
衛
及
び
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
の
終

了
式
・
委
嘱
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

駐
屯
地
は
各
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様

の
ご
意
見
及
び
ご
要
望
を
踏
ま
え
、

自
衛
隊
の
こ
と
を
よ
り
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
八
戸
駐
屯
地
を
含
め

ま
し
て
、
自
衛
隊
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

離任駐屯地司令
1等陸佐 梶田 穣路

第
9
施
設
大
隊

陸
曹
長

東

誉
徳

（
7.

2.

6
付
）

第
9
施
設
大
隊

准
陸
尉

村
山

正
幸

（
7.

2.

20
付
）

第
9
施
設
大
隊

准
陸
尉

石
原

忍

（
7.

3.

26
付
）

第
2
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊

准
陸
尉

中
岫

利
之

（
7.

3.

11
付
）

第
2
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊

陸
曹
長

齊
藤

和
夫

（
7.

3.

19
付
）

第
2
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊

1
等
陸
曹

工
藤

博
之

（
7.

4.

5
付
）

駐
屯
地
業
務
隊

陸
曹
長

福
田

雅
樹

（
7.

2.

19
付
）

駐
屯
地
業
務
隊

3
等
陸
尉

溝
口

昌
也

（
7.

3.

12
付
）

駐
屯
地
業
務
隊

3
等
陸
尉

小
田
嶋

建
也

（
7.

2.

9
付
）

駐
屯
地
業
務
隊

防
衛
技
官

木
村

賢
治

（
7.

3.

31
付
）

駐
屯
地
業
務
隊

陸
曹
長

神
子
沢

健
一

（
7.

3.

30
付
）

駐
屯
地
業
務
隊

陸
曹
長

西
村

美
広

（
7.

3.

29
付
）

駐
屯
地
業
務
隊

准
陸
尉

堀
切
川

研
二

（
7.

5.

10
付
）

自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部

八
戸
地
区
援
護
セ
ン
タ
ー

3
等
陸
尉

橋
本

貴

（
7.

3.

15
付
）

中
央
輸
送
隊
第
2
方
面
分
遣
隊

第
2
端
末
地
業
務
班

陸
曹
長

小
野

光
司

（
7.

5.

30
付
）

第
3
０
７
特
科
直
接
支
援
中
隊

1
等
陸
曹

渡
邉

康
典

（
7.

5.

30
付
）

第
9
後
方
支
援
連
隊

陸
曹
長

松
橋

徹
也

（
7.

2.

6
付
）

第
9
後
方
支
援
連
隊

陸
曹
長

冨
田

正
二

（
7.

5.

10
付
）

第
9
後
方
支
援
連
隊

3
等
陸
尉

菊
地

剛

（
7.

5.

24
付
）

第
5
高
射
特
科
群

准
陸
尉

秋
田

猛

（
7.

5.

24
付
）

第
4
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊

1
等
陸
曹

山
舘

三
男

（
7.

3.

20
付
）

3
等
陸
尉

菊
地

卯
典

（
7.

4.

12
付
）

准
陸
尉

佐
々
木

光
一

（
7.

3.

19
付
）

第
3
0
3
高
射
直
接
支
援
中
隊

第
3
0
3
高
射
直
接
支
援
中
隊

離
任
部
隊
長


